
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1947年大阪市に生まれる。71年慶応義塾大学経済学部卒業。同年、日本経済新聞入社。

松山支局、産業部などを経て87年編集委員。91年テレビ東京に出向し、「ワールドビジ

ネスサテライト（WBS）」マーケットキャスター、94年テレビ東京経済部長「WBS」プ

ロデューサー、各種経済番組のプロデューサー、キャスター、コメンテーター、98年同

ＮＹ駐在（～2003年）ＮＹ支局長、テレビ東京アメリカ（米国現地法人）社長、03年

同理事・解説委員長を歴任し、06年テレビ東京退職。 

同年、経済評論家として独立、大阪経済大学客員教授に就任。 

 

大阪経済大学客員教授 

（大学院経済学研究科、経済学部） 

経済評論家 

講 師 紹 介 

Ⅰ．大転換期に立つ日本経済 

①アベノミクスがもたらした景気回復 ②長期低迷の時代から新たな成長の時代へ 

Ⅱ．明治維新が残したもの 

①明治維新の特徴と歴史的意義  

②世界遺産「明治日本の産業革命遺産」の概要と今日的意義 

③注目のリーダーたち  島津斉彬、五代友厚、伊藤博文・・・ 

Ⅲ．明治維新から学ぶべきこと――日本経済再生へのヒント 

①グローバルな視野 ②ピンチをチャンスに変える 

③モノづくりが基盤に ④志（こころざし）の高さ 

Ⅳ．日本の底力に自信を持とう 

講 演 内 容 

◆ 定 員 ◆ １００名  
◆ お問い合せ ◆ （一社）徳島県法人会連合会  

TEL088-625-5534 FAX088-623-9497 

 

 

2018年は明治維新からちょうど150年の節目の年。当時の日本人はペリー来航を機に欧米列強による侵略の

危機に見舞われたが、明治維新を成し遂げて近代化を果たした。まさにピンチをチャンスに変えて新しい時代を

作ったのだった。日本が経済大国に成長した原点は明治維新にあると言える。日本経済は本格復活に向けて重要

な局面に立っている。今こそ明治維新のように新しい時代を作るエネルギーを発揮すべき時だ。 

 講演では、日本経済の現状と展望を示すとともに、我々が明治維新から何を学ぶべきかを明らかにする。 

一般社団法人 徳島県法人会連合会 
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◎日 時 平成３０年６月２６日（火） １７：００～１８：３０ 

◎会 場 阿波観光ホテル ４階 

 
 


